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これは lnternationalAssociation of Biological Standardizationによって 
1977年 4月13日から15日迄の 3日聞に亘ってロンドンの RoyalCollege of Phy-
siciansにおいて行われた symposiumの記録である。この Associationの母体
は1955年に発足して1964年より現在の形となっており，その主な目的は人あるい
は動物の免疫学的研究と免疫学的製品の管理に関する問題とワクチン生産に使う 
human diploid cell strainを再調査することである。
今回の symposiumは悪性腫療に対する免疫療法として使われているワクチン
などに関するものである。 symposiumは6つの partに分れており， 1. Produc-
tion and quality control testing of materials. 2. Studies on the structure 
of anaerobic diphtheroids with respect to antitumour action. 3. Distribu-
tion of radiolabelled C. parvum in mice. 4. E妊ectsof immunotherapy on 
the immune response. 5. Mechanism of antitumour action of immunothe-
rapeutic agents in laboratory animals (1st & 2nd session). 6. lmmunolo・ 
gical monitoring of patients receiving immunotherapy and clinical expe-
rience with immunotherapeutic agents (1st & 2nd session)であり， 約180
名の参加者(主に欧米)により symposium内の 1題毎に discussionが行われ
ている。 
Part 1では BCG.Corynebacterium parvum (C. parvum)，Neuramidase 
の特性，純度などに亘っており， さらに BCGの Montreal，Pasteur，Phipps， 
Tice，Glaxo株間の比較， BCGと C.parvumとの比較などを invivo，in 
vitroで、行っている。 Part nは C.granulosumの免疫賦活作用と抗腫揚性， 
C. acne，C. avidum，C. granulosumの lympho・reticular stimulationの比
較をしている。Part IIは C.parvumの生体内での代謝.分布を主に isotopeを 
labelしたものにより行い，投与経路による違いなども報告している。 PartNは 
C. parvumを投与した際の immuneresponseの検討， また投与経路の変更に
よる相違についてと， BCGの5株の T-cell potentiating e旺ectの比較などを
行っている。 PartVの1stsessionは実験腫蕩に対する C.parvumの invivo 
における抗腫療効果の解析と，手術・制癌剤・放射線療法との併用の際の timing
などについての検討が主であり， 2ndsessionは主に実験麗療に対する passive 
immunotherapy，active immunotherapyについての報告が多いが，中にはヒト
骨肉腫治療に対する interferonの topicも含まれている。 この sessionで使
われているものは BCG，C. parvum，neuramidase，interferon などである。 
Part VIの 1st sessionは主に乳癌に対して C.parvumを使用した際の免疫学
的指標としての PHA-inducedlymphocyte transformation，lymphocytotoxi-
city，リンパ球 (T-cellを含めた)数の変動と抗腫療効果と，その両者間の関係，
さらに副作用について述べられており，一部 BCGについても触れている。 Part 
VIの2ndsessionは melanoma，胃癌，大腸癌に対する C.parvumなどの効果
を上記の指標に基づいて投与し，その効果などについて討論している。また，こ
れらの non-specificparameterの他に胃癌組織より 3M-KCl抽出法による spe-
cific parameterを用いている発表があり注目された。
本書は topic毎に分かれているため読み易く， また内容は各々の discussion
をも含めて現在の欧米における免疫療法の概略といえるものである。
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